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2019年２月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2018年10月5日に公表した2019年２月期通期連結業績予想を下

記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 

１．2019年２月期通期連結業績予想数値の修正（2018年3月１日～2019年2月28日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

19,042 

百万円 
134 

百万円 
237 

百万円 
144 

円 銭 
11.79 

今回修正予想（Ｂ） 18,624 187 290 170 13.96 

増減額（Ｂ－Ａ） △417 53 52 26  

増減率（％） △2.2 39.4 21.9 18.4  

（ご参考）前期実績 

（2018年２月期） 
16,774 551 608 414 33.16 

２．修正の理由 

 2019年2月期通期連結業績予想につきましては、2018年10月に新規受注したキャッシュレ

ス決済関連案件（以下、「同案件」という。）のスムーズな立上げに注力したこと等によ

り、ＢＰＯ及びＣＲＭ関連事業部門の受注活動が計画通り推進できなかったこと等から、

売上高が前回予想（上記、「前回発表予想（Ａ）」）を417百万円（△2.2％）下回る見込

みとなりました。また、売上高減少に伴い売上総利益が減少したものの、社内各部門から

既存社員のうち48名を同案件の業務処理担当に異動させたことで同案件での採用予定要員

を同人数分削減できたことなどから、社員採用費、人件費及びスタッフ募集費等が抑制で

き、利益面では、前回予想（上記、「前回発表予想（Ａ）」）に比べ、営業利益で53百万

円、経常利益で52百万円、親会社株主に帰属する当期純利益で26百万円、それぞれ上回る

見込みとなりました。 

 なお、2019年２月期の配当予想については変更ありません。 

 

（注）上記業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


